
土木建築委員会会議記録

土木建築委員長 大友 栄二

１ 日 時

令和３年５月３１日（月） 午前１１時５４分から

午後 ０時０５分まで

２ 場 所

第１委員会室

３ 出席した委員の氏名

大友栄二、井上明夫、吉竹悟、阿部英仁、高橋肇、二ノ宮健治、荒金信生

４ 欠席した委員の氏名

な し

５ 出席した委員外議員の氏名

な し

６ 出席した執行部関係者の職・氏名

土木建築部長 島津惠造 ほか関係者

７ 会議に付した事件の件名

別紙次第のとおり

８ 会議の概要及び結果

（１）第２号報告のうち本委員会関係部分については、承認すべきものと全会一致をもって決

定した。

（２）県内所管事務調査について協議した。

９ その他必要な事項

な し

１０ 担当書記

議事課議事調整班 主査 阿南絵理

議事課議事調整班 主任 井上友香

政策調査課政策法務班 副主幹 安達佑也



土木建築委員会次第

日時：令和３年５月３１日（月）本会議休憩中

場所：第１委員会室

１ 開 会

２ 土木建築部関係

（１）付託案件の審査

第 ２号報告 令和２年度大分県一般会計補正予算（第１１号）について

（本委員会関係部分）

（２）その他

３ 協議事項

（１）県内所管事務調査について

（２）その他

４ 閉 会
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別 紙

会議の概要及び結果

大友委員長 ただいまから、委員会を開きます。

審査にさき立ち御紹介します。

去る５月１８日より、吉竹悟議員が、土木建

築委員会の委員となりました。吉竹委員より、

一言御挨拶をお願いします。

〔吉竹委員挨拶〕

大友委員長 本日審査いただく案件は、今回付

託を受けた報告１件です。

これより審査に入ります。

第２号報告令和２年度大分県一般会計補正予

算（第１１号）についてのうち、本委員会関係

部分について、執行部の説明を求めます。

島津土木建築部長 去る５月１７日、土木建築

部の職員が、こども園の敷地に無断で立ち入っ

た建造物侵入容疑で逮捕されるという事案が発

生しました。経過や動機等、詳細については捜

査中の状況ですが、逮捕という事案が発生した

ことを深くおわび申し上げます。

これまでも職員には私事を含め、信用を失墜

させる行為を行うことのないよう、またそうし

た誤解を招くことがないよう、県民の奉仕者と

しての立場を常に自覚し、公務員としての節度

を保った言動に努めるよう指導してきており、

改めて一層の綱紀粛正と服務規律の保持を徹底

します。

さて、４月２２日に開催された初常任委員会

から一月余りが経過しました。今年は例年にな

く早い、５月１５日に梅雨入りとなりました。

例年、土砂災害警戒区域や河川堤防等の出水期

前点検を５月末を期限に行っていますが、今年

は少し前倒しし、５月１４日までに点検を終え

ました。幸い、緊急を要する大きな変状は認め

られませんでした。

また、梅雨入り後、既に３度の警報が発令さ

れ、まとまった雨が降りましたが、これまでの

ところ大きな被害は発生していません。引き続

き気を引き締めて、土木建築部一丸となって防

災・減災対策に取り組みます。

こうした中、土木建築委員の皆さまには、５

月１３日から管内所管事務調査を進めていただ

き、貴重な御指導、御助言をいただいているこ

とに、改めて深く御礼申し上げるとともに、引

き続きどうぞよろしくお願いします。

それでは、 第２号報告令和２年度大分県一

般会計補正予算（第１１号）のうち、土木建築

部関係について御説明します。

お手元の土木建築委員会資料をお開きくださ

い。

１補正予算額を御覧ください。今回の補正予

算額は、一般会計の太枠内にあるとおり、土木

建築部では、災害復旧費で６億５，２５２万７

千円の減額となっています。これにより、一般

会計の計欄、補正後現計額（Ａ）にあるとおり、

補正後の土木建築部の一般会計、歳出予算総額

は、１，４４８億７，３００万円となります。

続いて、その下の２補正の概要で内容を御説

明します。

まず、１土木関係災害時緊急対応事業につい

て、６億５，２５２万７千円の減額となってい

ます。この事業は、台風や豪雨災害等の大規模

災害時に機動的に対応するため、土木施設の復

旧に要する経費をあらかじめ確保しておくもの

です。昨年度は、主に７月豪雨災害に係る経費

として、道路の土砂等の撤去、被災河川の河床

掘削、災害査定に向けた調査費などを執行しま

した。このたび事業費が確定したため、不用額

を減額しています。この減額により生じた財源

は、県有施設整備等基金への積立てなどに充て

られます。次に２（公）県営住宅建設事業、３

（公）既設県営住宅改善事業、４（公）県営住

宅建替等推進事業について、予算額の増減はあ

りませんが、県債発行額を抑制するため、県債

から一般財源へ財源の更正を行うものです。

大友委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。質疑、御意見があ

ればお願いします。
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〔「なし」と言う者あり〕

大友委員長 別に御質疑等もないので、第２号

報告について採決します。

本報告のうち、本委員会関係部分については、

承認すべきものと決することに御異議ありませ

んか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

大友委員長 御異議がないので、本報告のうち

本委員会関係部分については、承認すべきもの

と決定しました。

以上で、付託案件の審査を終わります。

委員の皆さま、この際、何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

大友委員長 別にないようですので、これをも

って土木建築部関係の審査を終わります。

執行部はお疲れさまでした。

〔土木建築部退室〕

大友委員長 それでは内部協議を始めます。

先週実施する予定でした、県内所管事務調査

の日程についてです。県北と西部方面を延期し

ましたが、これから出水期に入り今年も災害対

応に追われる可能性もあることから、秋以降、

第３回定例会終了以降に、改めて実施してはど

うかと思いますがいかがでしょうか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

大友委員長 それでは、日程についてはそのよ

うに再度事務局に調整させます。

この際、ほかに何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

大友委員長 別にないようですので、これで委

員会を終わります。

お疲れさまでした。


